
　　    教えて！あなたの団体

Ｑ　亀の子隊の歴史を教えてください。

Ｑ　具体的にどんな活動をしていますか。

  亀の子隊員（中学生までの子供）は44人、親亀さ
ん（亀の子隊員の保護者）が18人で、賛助会員とし
て主に資金支援してくださっている方が28人、支援
者5人、事務局4人です。

　きれいな海を守りたいということから出発し、「きれいな
海を守る心を広げる」ことを目的に大きく3つの活動をして
います。一つは月一回（毎月第３週日曜日午前10時～11
時）の「西の浜クリーンアップ活動」で、平成10年から西の
浜海岸清掃をずっと続けています。2020年6月6日現在実施
回数285回、ゴミの総重量は７４８１０ｋｇです。もう一つ
は、「海の環境を学ぶ会」で、これは宇津江、西の浜、休暇
村などで、実際に海の環境に触れ、体験して学ぶというもの
です。年1回のスナメリの観察会を含め、年６～７回程度体
験学習の形態で行っています。3つ目は、気づきを伝える広
報プログラムで、愛知県や名古屋市で開催される各種イベン
トにも積極的に参加し、ＨＰ、チラシなどを作って、広報活
動に努めています。

　vol.3
Ａ＝渥美のア、ＴＡ＝田原のタ、ＡＫＡ＝赤羽根のアカをくっつけたロゴで、あったかい心で、つながる
あったかいまちづくり、そんな活動はあったかい、とあったか尽くしのだよりです。

  知ってるようで知らない、市民活動をする人たち
の団体にインタビューしました。今回は、市民活動
支援センターのスタッフでもある、鈴木さんが代表
を務める「環境ボランティアサークル亀の子隊」さ
んです。

　平成10年に私は亀山小学校に教員として赴任したのですが、総合的な学習という授業で西の
浜に行った時、児童が浜のゴミの多さに驚き、進んでゴミ拾いを始めたのです。これをきっか
けに、総合的な学習の授業時に、「西の浜はゴミ箱じゃない！」をスローガンに、西の浜ク
リーアップ活動を始めました。2年目になると、日曜日や夏休みにも活動しましたが、学校の活
動から切り離しての活動にしなければならなくなったため、社会福祉協議会に登録し、「亀の
子隊員」（中学生までの子供）、「親亀」さん、賛助会員、支援者、事務局といった組織、メ
ンバーとなっての活動になり、現在に至っています。

Q　現在メンバーは何人くらいいますか。

　田原市民活動支援センターだより　「あったか」

環境ボランティアサークル亀の子隊
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Ｑ　活動に参加するにはどうすればいいのでしょう。

Ｑ　今、抱えている課題とか困りごとがありましたら、教えてください。

Ｑ　市民活動仲間の皆さんにメッセージをお願いします。

田原市民活動支援センター　まで
開設場所 　　　　田原文化会館フリースペース
開設日時 　　　　毎週火曜日・土曜日／正午～午後4時

ご意見・ご感想は

　西の浜クリーンアップ活動には、隊員になっていただかなくても、都合のつくとき、
当日現地にいつでも自由に参加していただければ結構です。海の環境を学ぶ会には事前
申し込みが必要ですが、一般の方、大歓迎です。また、会員となっての活動を希望して
くださる方は登録していただくことになります。会費は要りません。

　チラシを作ったり、SNSで発信したりなどの事務関係をやってくれる人、イベント当
日にスタッフとして活動してくれる人などが足りず困っています。また、企業支援は年
1回大勢の方の協力を受けていますが、一般の方の参加が少ないので、どうしたら参加
者が増えるかということに苦慮しています。

  皆さんそれぞれの思いをもって活動していると思いますが、継続が何より大事だと思い
ます。年1回のお祭り的活動ではなく定期的に取り組めるとよいと思います。ともに頑
張り続けましょう。

編集後記

　新型コロナウィルス感染拡大のため経験したことのない年度初めでしたが、やっ
と登下校する子供たちの姿が見られるようになり、少しずつ日常が戻りつつありま
すね。今年度のATTAKA（あったか）は年4回発行し、皆さんの団体を取材させて
いただき、団体さんインタビューを中心とした紙面を作っていこうと考えていま
す。取材の折には、是非快くお引き受けくださるようお願いします（笑）。また、
この団体について知りたいということなどもあれば教えてください。もちろん、う
ちの団体を取り上げてくれ、というのは大、大歓迎です。

技術支援者いませんか

　先だって、「さくらんぼの会」の方からセンターの鈴木に、ＹｏｕＴｕｂｅ（ユー
チューブ）の録画支援の相談があり、たまたまその方面に詳しい知り合いがいて、その
方が手を貸してくださったのでユーチューブの録画を完成できたということがありまし
た。それで、今後もこのような相談に対応できるよう、こういう仕事ならこの人にお願
いすればいい、といった人材情報を把握しておきたいということになりました。例え
ば、プロではないが、ユーチューブ、動画、フェイスブックなどＳＮＳ関連のことに詳
しいとかパソコン操作には自信があるという方で、手伝ってもいいよという方、ぜひ、
支援センターまでお申し出ください。よろしくお願いいたします。


